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大同特殊鋼株式会社 健康経営戦略マップ

健康投資効果 目標年：2030年
人材

ﾏﾃﾘｱﾘﾃｨ
経営方針

KGI(目標:2030年)
健康経営

の目標

上司・同僚との

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ

不良者率低減

(ｽﾄﾚｽﾁｪｯｸ)

高ｽﾄﾚｽ者率低減

（ｽﾄﾚｽﾁｪｯｸ）

週2回以上

運動実施率向上

（健診問診）

350g野菜摂取率

向上

（健診問診）

「睡眠で十分休養

がとれていない」

回答者率低減

（健診問診）

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ研修

参加者率増加

従業員全員への

保健師面談実施

①ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ不良者率低減施策
・「保健師による職場出張教育(出前教室)」

「ﾁｰﾑの心理的安全性向上教育」展開

など、ﾒﾝﾀﾙ発症予防のための個人行動定着化施策

群

・ﾒﾝﾀﾙﾍﾙｽ階層別教育(ｾﾙﾌｹｱ、復職支援制度理解)

・「明日も行きたくなる会社を作ろう」proj.

②ﾒﾝﾀﾙ不調早期発見･疲労予防施策
・ｽﾄﾚｽﾁｪｯｸ実施

・全社復職基準統一、ﾘﾜｰｸ活用による再発抑制

・保健師面談(健診後事後措置、高ｽﾄﾚｽ者面談等)

・⾧時間労働者への産業医面談

・各事業場主催「睡眠ｾﾐﾅｰ」

・26年にかけ睡眠・疲労に関するｱﾝｹｰﾄ実施

睡眠･不定愁訴・

疲労解消策

職場カバー率向上

全社ｳｫｰｷﾝｸﾞｲﾍﾞﾝﾄ

参加率向上

平均値改善

(３年で≧５％)

血圧

脂質

肝機能

脂質

（健診結果）

野菜摂取計測ｲﾍﾞﾝﾄ

全社参加率向上

③行動変容(運動習慣・食生活改善)施策
・全社ｳｫｰｷﾝｸﾞｲﾍﾞﾝﾄの実施

・体力機能測定、体組成測定の年1回以上実施

・「個人健康宣言カード」を用いた行動変容PDCA

・職場体操の実施とﾒｰﾙ等での呼びかけ

・各事業場独自運動ｲﾍﾞﾝﾄ(なわとび大会など)

・ﾍﾞｼﾞﾁｪｯｸ(野菜摂取度計測)ｲﾍﾞﾝﾄの全社巡回実施

喫煙率低減

（健診問診）

④喫煙率低減施策
・健保ｺﾗﾎﾞでのｵﾝﾗｲﾝ禁煙ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ実施

・(特に若年層向け)階層別教育での禁煙教育の実施

①ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ不良者率(対上司)が2割超

対上司のｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ不良率が対同僚比で高く、

ｽﾄﾚｽﾁｪｯｸで上司･同僚のｻﾎﾟｰﾄ得点が低いほど心身活力がない

②睡眠で休養感が得られない人が増えつつある

'22年28%→'24年30％に増加傾向、特に心身活力なし者は5割

③心身活力なし者は運動実施率、野菜摂取率が低い
健康診断の有所見率が全国平均値よりも高い、

運動実施率4割弱で横ばい、野菜摂取350g以上は1％

運動習慣なし者はある人に比べ基礎体力・体脂肪率値が悪い

④喫煙率の高止まり（特に20代が高い）

･個人行動宣言カードを用いた

保健師面談での行動振り返り、

がん検診、がんリスク健診勧奨

→従業員行動変容を強力に推進

･労働衛生週間における

健康・労働安全衛生に関する

社⾧ﾒｯｾｰｼﾞ発信

･社⾧の個人健康宣言ｶｰﾄﾞ公開

･社⾧をﾄｯﾌﾟとする健康経営推進体制充実

(経営層･上位管理職層の推進活動参加 )

･保険者との連携

①新規PHR活用ｻｰﾋﾞｽの提供

②ｺﾗﾎﾞﾍﾙｽ事業実施

(歯科検診,全社ｳｫｰｷﾝｸﾞ,禁煙ｺﾝﾃﾝﾂ)

③出向者への特定保健指導勧奨

･健康経営優良法人('25:ﾎﾜｲﾄ500)及び

くるみん認定(’17,'19,22年)の申請継続

･全社保健師ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ出前教室の継続、

「ﾁｰﾑの心理的安全性向上教育」展開

等による安全安心な職場づくりの推進

→上司･同僚ｻﾎﾟｰﾄ点数(ｽﾄﾚｽﾁｪｯｸ)良化へ

作成：'25年7月

業務する上での

活力は心身健康

に直結する

生活習慣病起因

休職･低生産性

※注釈

・ワークエンゲージメント

仕事にやりがいや誇りを感じ、熱心に取り組んでおり、仕事から活力を得ている状態

・プレゼンティーズム

健康問題により、勤務継続中ではあるものの業務効率が低い状況

・アブセンティーズム

病気やけがにより休業・欠勤している状態

8.4

8.3

8.5

8.4

8.4

8.3

点数(同僚)

点数(上司)
'22

'23

'24

※評価基準 3-6:不良 7-8:普通 9-12:良

⾧時間労働･高ｽﾄﾚｽ

者への産業医面談

実施中 26年～展開


